



Research on special education schools that modified the type of handicap 
-Focus on education system for children who take newly appended type of handicap-
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図3 全校児童生徒に占める新たに加わった障害種の児童生徒の割合
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て5件法 (5=全 くそう思う 4=そう思う .3 =どち
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4=そう思う， 3 =どちらでもない， 2 =そう思わない，
1 =全くそう思わない)で尋ね(有効回答44)、その平
均を示したのが図11である O 在籍児童生徒の指導におけ
る外部機関との連携に関する項目は 「専門性のある外部
機関と、 必要に応じて連携できる体制が整っているj
(4.0)、「専門性のある特別支援学校のセンター的機能を、
必要に応 じて利用できる体制が整っているJ(3.7)であっ
83 
た。 一方、 「対象とする障害種を変更したことにより、
センター的機能がよりよく展開できるjについては評価
が低く、 3.4であった。
百.おわりに
今回の調査から、障害のある児童生徒の地域就学の保
障にむけ、知的障害、肢体不自由を対象障害種に加えた
学校が多く見られた。 障害種ごとの部門設置が推奨さ
れるなか、部門を設置している学校はおよそ半数であっ
たO 部門設置により、担任教師を決定する際に専門性
(免許、勤務経験)がより考慮されること 、計画的な研
修の実施が促 されることなどがうかがわれた。しかし、
今回の調査からは日々の指導実践との関連性は十分に確
認することができず、継続した検討が必要である。
本研究は横断的なものであり、地域の実情等が考慮さ
石橋由紀子 吉利宗久
れていない。地域性を考慮した検討が必要であるO
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